弁護士　弁理士　石角完爾のファイルから

　私がオバマに注目し、オバマが次期大統領になる可能性が非常に高いと予想したのは「石角完爾のファイルから」の２００７年４月１７日付のe-mail（添付をご覧下さい。）でした。その時の多くの方の反応は、アメリカには人種差別が根強いからオバマが大統領に選ばれることはないだろう、アメリカ人が良識ある人々ならばヒラリーを大統領に選ぶであろう、という反応が大半でした。

　オバマが私の眼を引いたのは、その３年前の民主党党大会に於けるオバマの指名演説を聴いたときでした。人心を引き付ける演説のうまさ、そして圧倒的な聴衆の心を引き付けたその感性に私が注目したからです。

　もう一人私が最近注目している人物はエドワード・ライス、在日米軍総司令官です。ハーバード大学を出た同氏は、まだ非常に若くして米軍の最高のポジションの一つに就任しました。極めて端正な顔立ちと質問に対する当意即妙の受け答え、しかも実にそつのない答弁の内容は正に将来の政治家の資質十分と私は見ました。そのうえ政治家に必要なよく通る大きな声を持っています。しかも彼は黒人です。オバマより色黒の黒人です。しかし、その風貌は多くのアメリカ人白人女性の心を掴むに十分過ぎる程の端正な顔立ちなのです。

　私は日本のメディアが、オバマが選ばれた場合に閣僚入り、あるいは政権中枢入りすると報道するワシントンのシンクタンクや大学のロビイストや教授達は誰一人としてオバマの政権中枢に入ることはないと思っています。その理由は私の予言がまた的中したら申し上げます。私はこのエドワード・ライスがオバマ政権に於いて閣僚クラスに取り立てられることがなければ、その次の大統領選に於いて必ずやワシントン政界に登場してくる人物ではなかろうかと思っています。
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